
事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。
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平成31年度(令和元年度)島根県学力調査における本県の課題

全国学力・学習状況調査問題を活用して指導の改善・充実を図るうえでのポイントを，「調査問題活用の参
考資料」（国立教育政策研究所刊）等を基にまとめました。本県・自校の児童生徒の強みと課題を把握し，
付けたい力を明確にした授業を展開しましょう。

令和2年度全国学力・学習状況調査問題の参考資料より

今後の指導改善で必要なポイント

□数量やその関係を文字を用いた式を使って
一般的に表現したり，新たな関係を見いだし
たりする学習場面を取り入れましょう。

□日常生活における問題から関数の関係
見いだし，問題解決の方法を式やグラフ
用いて説明する課題を取り入れましょう。

【出題の趣旨】事象における数量の関係を見いだし考察する場面において，次のことができるかどうかをみる。
・事象の特徴を的確に捉えること
・数学的に表現したことを事象に即して解釈すること
・問題解決の方法を数学的に説明すること

活用のポイント
○問題解決するために着目すべき点と，その着目した点を
どのように見ると問題解決につながるかを確認する。

○問題解決の方法を説明し合う場面を設定し，その内容を
検討することで，よりよい数学的な表現を用いた説明の仕
方に気付くことができるようにする。

○最初に立てた方法の見通しと，問題解決に用いた方法に
ついて比較・検討するなどいった振り返りの場面を授業
の最後に設定する。
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［中２ ６ (２) 正答率 8.5%  無解答率 32.0% ］

•数学的な見方・考え方を働かせて，数学的活動の一層の充実を総括

◇「なぜ？」「どうして？」といった疑問から，生徒が必要感をもつことで主体的な学習につなげていくような授業の工夫を考えましょう。
◇生徒の考えを深めるような効果的な「問いかけ」を工夫しましょう。
◇数学的活動の中で多様な考えに触れさせ，表現し，伝え合う活動を取り入れていきましょう。

授業アイディア例 【指導のねらい】事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することができるようにする。


